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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
作
者
の
夢
か
ら
始
ま
っ
た
物
語

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
３
３
３
Ｙ

【
作
者
名
】

　
貴
方
と
私
の
１
０
の
約
束

【
あ
ら
す
じ
】

　
主
の
寝
て
い
た
時
に
見
た
夢
話
を
広
げ
ま
す
。
ま
あ
、
駄
作
で
す
が
見
て
や

っ
て
下
さ
い
。

更
新
は
不
定
期
で
す
。
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第
１
話
（
前
書
き
）

特
に
無
し
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第
１
話

こ
の
話
は
作
者
の
夢
の
中
で
見
た
話
で
す
。

私
は
そ
の
時
戦
場
に
居
ま
し
た
。
銃
弾
が
飛
び
交
い
け
た
た
ま
し
く
な
る
銃
声

と
爆
音
そ
れ
は
夢
と
は
思
え
な
い
程
の
鮮
明
沙
で
し
た
。

ふ
と
隣
を
見
る
と
、
Ｍ
１
６
を
持
っ
た
若
い
兵
士
が
居
ま
し
た
。

兵
２
「
少
尉
殿
、
我
々
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
！
？
」

若
い
兵
士
は
私
に
指
示
を
求
め
て
来
ま
し
た
。
何
時
の
間
に
か
周
り
に
は
１
０

人
の
兵
士
が
私
の
中
心
に
集
ま
っ
て
居
ま
し
た
。

兵
１
「
隊
長
、
こ
の
ま
ま
で
は
何
時
ま
で
立
っ
て
も
前
に
進
め
ま
せ
ん
」

も
う
一
人
の
若
い
兵
士
が
言
い
ま
し
た
。

私
主
「
よ
し
、
上
等
兵
無
線
で
本
部
に
航
空
支
援
の
要
請
を
出
し
て
く
れ
、
そ

れ
で
前
方
の
機
銃
群
を
一
層
す
る
。
」

上
等
兵
「
了
解
し
ま
し
た
。
」

主
「
よ
し
皆
、
敵
は
こ
の
ビ
ル
の
左
側
、
大
通
り
を
真
っ
直
ぐ
５
０
ｍ
行
っ
た

右
側
の
建
物
に
居
る
、
そ
こ
で
我
々
は
二
手
に
別
れ
る
、
一
方
は
裏
路
地
か
ら

建
物
の
反
対
側
え
、
も
う
一
方
は
目
的
の
建
物
の
正
面
に
有
る
ビ
ル
で
待
機
、

ヘ
リ
の
機
銃
掃
射
後
一
斉
に
突
入
す
る
。
」

上
等
兵
「
隊
長
、
本
部
か
ら
の
要
請
の
有
っ
た
航
空
部
隊
が
後
５
分
程
で
到
着

す
る
そ
う
で
す
。
規
模
は
リ
ト
ル
バ
ー
ド
が
２
機
、
ミ
ニ
ガ
ン
と
４
０
ミ
リ
ロ

ケ
ッ
ト
を
装
備
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
」

主
「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
リ
ト
ル
バ
ー
ド
が
来
る
前
に
攻
撃
位
置
に
着
く
ぞ
作
戦
開

始
だ
！
！
」

私
は
正
面
の
ビ
ル
に
行
く
部
隊
に
行
き
ま
し
た
。
ビ
ル
に
向
う
途
中
で
目
が
冷

め
ま
し
た
。
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第
１
話
（
後
書
き
）

感
想
と
か
待
っ
て
ま
す
。
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第
２
話
（
前
書
き
）

２
話
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
夢
の
中
で
の
話
を
膨
ら
ま
せ
て
行
き
ま
す
。
Ｒ
１
５

は
こ
こ
で
出
ま
す
。
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第
２
話

兵
１
「
隊
長
、
位
置
に
着
き
ま
し
た
。
」

副
隊
長
で
有
る
兵
士
が
私
に
言
い
ま
し
た
。
そ
の
時
遠
く
の
方
か
ら
ヘ
リ
の
音

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

ヘ
リ
パ
イ
ロ
ッ
ト
「
此
方
ジ
ャ
ガ
ー
２
－
１
両
機
の
２
－
２
と
共
に
、
支
援
準

備
完
了
。
何
時
で
も
攻
撃
出
来
る
」

上
等
兵
「
了
解
し
た
ジ
ャ
ガ
ー
２
－
１
、
此
方
の
位
置
は
視
認
出
来
る
か
？
」

ヘ
リ
パ
イ
ロ
ッ
ト
「
確
認
し
た
。
」

上
等
兵
「
俺
達
の
真
正
面
の
建
物
に
敵
が
居
る
、
建
物
４
階
の
機
銃
群
を
一
層

し
て
く
れ
！
」

ヘ
リ
パ
イ
ロ
ッ
ト
「
了
解
し
た
攻
撃
を
開
始
す
る
！
」

リ
ト
ル
バ
ー
ド
が
目
的
の
ビ
ル
に
向
か
っ
て
ミ
ニ
ガ
ン
を
発
射
し
て
い
る
、
ズ

ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
 

け
た
た
ま
し
く
鳴
る
銃
声
と
薬
莢
の
落
ち
る
音
が
聞
こ
え
た
、

敵
は
反
撃
す
る
暇
も
無
く
、
た
だ
や
ら
れ
て
行
っ
た
。

ヘ
リ
パ
イ
ロ
ッ
ト
「
敵
機
銃
群
一
掃
、
任
務
完
了
」

上
等
兵
「
了
解
し
た
ジ
ャ
ガ
ー
２
－
１
、
２
－
２
支
援
に
感
謝
す
る
」

主
「
よ
し
、
突
入
し
て
建
物
内
を
占
拠
す
る
ぞ
、
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
」

一
班
と
ニ
班
が
ビ
ル
の
中
に
突
入
し
て
行
っ
た
。

兵
３
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
投
擲
」

隊
の
兵
士
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
投
げ
た
、
中
か
ら
バ
ン
、
と
言
う
音
と
共
に
フ
ラ

ッ
シ
ュ
が
爆
発
し
た
。

兵
２
「
突
入
、
突
入
」

爆
発
と
共
に
、
一
斉
に
突
入
し
て
行
く
。

バ
ン
バ
ン
バ
ン
と
三
回
程
の
銃
声
が
し
た
。

敵
は
頭
を
撃
た
れ
そ
の
場
で
絶
命
し
た
。

兵
３
「
右
側
ク
リ
ア
」

兵
２
「
左
側
ク
リ
ア
」

主
「
よ
し
次
は
二
階
だ
、
ど
ん
ど
ん
行
く
ぞ
！
」
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二
回
に
へ
続
く
階
段
を
上
が
ろ
う
と
し
た
時
、
突
然
階
段
上
か
ら
敵
兵
が
Ａ
Ｋ

４
７
を
持
っ
て
飛
び
出
し
て
来
た
。
バ
バ
バ
バ
バ
 

銃
声
が
響
い
た

兵
２
「
う
ぁ
～
」

バ
タ
ン
と
共
に
前
に
居
た
兵
士
が
倒
れ
た
、
す
か
さ
ず
私
は
 

Ｈ
Ｋ
４
１
６
を

敵
兵
目
掛
け
て
撃
っ
た
。

ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
 

銃
声
が
響
い
た
か
と
思
う
と
既
に
敵
兵
は
倒
れ
て
居
た
。

兵
３
「
お
い
、
大
丈
夫
か
！
？
衛
生
兵
来
て
く
れ
！
！
」

衛
生
兵
「
大
丈
夫
で
す
。
弾
は
貫
通
し
て
ま
す
。
」

兵
２
「
畜
生
！
こ
れ
で
俺
も
本
国
送
り
か
？
」

主
「
よ
し
曹
長
、
一
等
兵
と
此
処
に
残
れ
、
他
の
奴
は
俺
と
一
緒
に
屋
上
へ
行

く
ぞ
！
」

兵
１
「
隊
長
、
屋
上
及
び
３
階
４
階
を
制
圧
し
ま
し
た
。
負
傷
者
３
名
死
亡
１

人
で
す
。
敵
の
捕
虜
を
２
人
確
保
し
ま
し
た
。
」

私
は
数
秒
間
無
言
に
な
り
そ
れ
か
ら
こ
う
言
い
ま
し
た
。

主
「
わ
か
っ
た
、
誰
が
や
ら
れ
た
？
」

兵
１
「
軍
曹
で
す
。
」

主
「
そ
う
か
・
・
・
帰
っ
た
ら
一
緒
に
飲
み
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
が
、

残
念
だ
な
」

兵
１
「
隊
長
、
軍
曹
と
は
何
時
か
ら
一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
か
？
」

主
「
こ
の
隊
が
出
来
て
か
ら
ず
っ
と
一
緒
だ
っ
た
。
昔
か
ら
こ
い
つ
だ
け
は
絶

対
に
死
な
な
い
と
思
っ
て
た
ん
だ
が
な
。
」

兵
１
「
隊
長
、
人
は
何
時
か
死
に
ま
す
大
切
な
の
は
死
ん
だ
人
間
の
分
ま
で
私

達
が
一
生
懸
命
生
き
る
事
だ
思
い
ま
す
。
」

主
「
そ
う
だ
な
准
尉
、
俺
達
も
軍
曹
の
変
わ
り
に
し
っ
か
り
生
き
な
け
れ
ば
な
、

よ
し
上
等
兵
、
本
部
に
連
絡
し
て
く
れ
、
Ｓ
１
ル
ー
ト
確
保
、
機
甲
部
隊
通
行

可
能
、
現
状
を
異
常
す
る
為
に
増
援
部
隊
を
送
れ
、
そ
れ
か
ら
負
傷
者
を
運
び

出
す
た
め
に
ヘ
リ
を
要
請
し
て
く
れ
。
」

上
等
兵
「
了
解
し
ま
し
た
。
」

主
「
准
尉
、
皆
を
４
階
に
集
め
ろ
！
そ
れ
か
ら
、
武
器
と
弾
薬
を
有
り
っ
た
け

集
め
ろ
。
」
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兵
１
「
了
解
し
ま
し
た
。
」

主
「
よ
し
、
増
援
部
隊
到
着
ま
で
此
処
を
死
守
す
る
ぞ
！
！
」

第
三
話
え
続
く
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第
２
話
（
後
書
き
）

更
新
し
ま
し
た
。

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

次
回
は
作
品
設
定
で
す
。
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第
２
．
５
話
 

作
品
設
定
（
前
書
き
）

作
品
設
定
で
す
。
長
期
連
載
な
ら
設
定
が
必
要
か
と
思
い
ま
し
た
。
な
お
、
使

用
し
て
い
る
武
器
が
、
時
代
に
有
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
は

気
に
し
な
い
で
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
！
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第
２
．
５
話
 

作
品
設
定

作
品
設
定

主
の
所
属
す
る
部
隊

第
３
４
３
歩
兵
大
隊
Ａ
中
隊
第
１
小
隊

主
の
小
隊
の
編
成

分
隊
支
援
火
器

２
名
 

主
武
装
Ｍ
２
４
９
主
武
装
２
Ａ
Ｔ
４
又
は
ジ
ャ
ベ
リ
ン

副
武
装
 

Ｓ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
Ｗ
 

Ｍ
１
９

ス
ナ
イ
パ
ー
兵

１
人
 

主
武
装
 

バ
レ
ッ
ト
Ｍ
８
２
 

又
は
レ
ミ
ン
ト
ン
Ｍ
７
０
０
 

副
武
装

 
Ｐ
９
０
又
は
Ｍ
Ｐ
５
Ａ
５

無
線
兵

１
人
 

主
武
装
 

ク
リ
ス
・
ス
ー
パ
ー
?
 

ベ
ク
タ
ー
 

副
武
装
 

ベ
レ
ッ
タ

Ｍ
９
２

衛
生
兵

２
人
 

主
武
装
 

シ
グ
Ｓ
Ｇ
５
５
２
 

副
武
装
 

Ｉ
Ｍ
Ｉ
 

デ
ザ
ー
ト
イ
ー
グ
ル

主
 

主
武
装
 

Ｈ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
Ｋ
 

Ｈ
Ｋ
４
１
６
又
は
Ｆ
Ｎ
 

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ

そ
の
他
兵
士

４
人
 

主
武
装
Ｍ
１
６
、
Ｍ
４
カ
ー
ビ
ン
な
ど

登
場
人
物

主
 

作
者
の
本
人
で
す
。
階
級
は
少
尉
、
多
分
階
級
が
上
が
り
ま
す
。
基
本
隊

長
っ
て
呼
ば
れ
ま
す
。

本
名
 

安
藤
翼

兵
１
 

こ
の
部
隊
の
副
隊
長
、
階
級
は
准
尉
こ
っ
ち
も
階
級
は
上
が
り
ま
す
。

愛
称
は
マ
ッ
ク
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兵
２
 

一
般
兵
 

階
級
伍
長
此
方
も
階
級
上
が
り
ま
す
。
愛
称
は
ベ
ッ
ク

兵
３
 

分
隊
支
援
火
器
を
持
っ
て
い
る
兵
士
、
階
級
は
一
等
兵
此
方
も
後
々
上

が
り
ま
す
。
愛
称
は
タ
リ
ズ
マ
ン

衛
生
兵
 

そ
の
名
の
通
り
衛
生
兵
階
級
は
上
等
兵
、
愛
称
は
ジ
ョ
ン

上
等
兵
 

隊
の
中
で
唯
一
の
無
線
兵
、
階
級
は
名
前
の
ま
ま
上
等
兵
、
愛
称
は

カ
ー
ク

そ
の
他
の
部
隊
員
は
出
て
来
た
時
に
紹
介
し
ま
す
。
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第
２
．
５
話
 

作
品
設
定
（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
因
み
に
、
隊
長
の
本
名
は
主
本
人
の
名
前
を
取

っ
て
い
ま
す
。
何
か
意
見
や
ご
感
想
が
有
り
ま
し
た
ら
是
非
書
き
込
ん
で
下
さ

い
。
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第
３
話
（
前
書
き
）

第
３
話
で
す
。
新
キ
ャ
ラ
が
出
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。
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第
３
話

建
物
制
圧
か
ら
５
分
後
・
・
・

カ
ー
ク
「
隊
長
、
司
令
部
か
ら
連
絡
で
す
。
増
援
部
隊
は
後
１
０
分
で
来
ま
す
。

」主
「
わ
か
っ
た
、
上
等
兵
負
傷
者
の
容
態
は
？
」

ジ
ョ
ン
「
３
人
中
２
人
は
軽
症
で
す
が
、
１
人
は
重
症
で
す
。
３
０
分
以
内
に

設
備
の
整
っ
た
所
で
処
置
し
な
い
と
危
険
で
す
。
」

主
「
わ
か
っ
た
、
何
時
で
も
運
び
出
せ
る
様
に
し
て
お
け
、
屋
上
監
視
班
状
況

は
？
」

フ
ェ
デ
ル
「
此
方
も
異
常
無
し
、
嫌
、
待
っ
て
く
れ
、
畜
生
Ｂ
Ｍ
Ｐ
だ
！
！
そ

の
他
Ｒ
Ｐ
Ｇ
や
Ａ
Ｋ
を
持
っ
た
敵
兵
が
１
０
０
人
以
上
！
」

主
「
了
解
、
此
方
で
も
確
認
し
た
。
タ
リ
ズ
マ
ン
、
ジ
ャ
ベ
リ
ン
か
Ａ
Ｔ
４
何

で
も
良
い
か
ら
装
甲
車
両
を
破
壊
出
来
る
物
は
有
る
か
？
」

タ
リ
ズ
マ
ン
「
敵
が
持
っ
て
い
た
Ｒ
Ｐ
Ｇ
が
有
り
ま
す
。
」

主
「
よ
し
、
有
り
っ
た
け
ブ
チ
込
め
！
！
」

タ
リ
ズ
マ
ン
や
他
の
隊
員
が
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
Ｂ
Ｍ
Ｐ
に
向
か
っ
て
発
射
し
た
。
バ
シ

ュ
ー
ー
ー
ー
ー
ド
ー
ン
！
！
大
き
な
爆
発
と
共
に
Ｂ
Ｍ
Ｐ
が
炎
に
包
ま
れ
た
。

タ
リ
ズ
マ
ン
「
や
っ
た
ぜ
、
ざ
ま
あ
見
や
が
れ
っ
て
ん
だ
！
！
」

主
「
ま
だ
だ
、
ま
だ
だ
敵
兵
が
居
る
。
屋
上
班
状
況
は
？
」

フ
ィ
デ
ル
「
更
に
敵
兵
が
接
近
、
ク
ソ
！
一
体
何
処
か
ら
湧
い
て
出
て
来
や
が

る
！
！
お
い
、
マ
ジ
か
よ
！
！
Ｔ
７
２
だ
、
Ｔ
７
２
が
２
両
通
り
か
ら
接
近
中

！
！
」

主
「
此
方
で
も
確
認
し
た
。
引
き
続
き
応
戦
し
ろ
、
カ
ー
ク
増
援
部
隊
は
後
何

分
で
来
る
？
」

カ
ー
ク
「
後
５
分
程
で
到
着
す
る
そ
う
で
す
。
」

そ
の
時
、
ボ
ン
と
言
う
音
が
し
た
か
と
思
う
と
ド
カ
ー
ン
と
言
う
音
そ
こ
で
私

は
意
識
を
失
っ
た
。
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次
に
目
が
覚
め
た
時
、
私
は
ヘ
リ
の
中
に
居
た
。

ジ
ョ
ン
「
隊
長
、
隊
長
、
大
丈
夫
で
す
か
？
准
尉
殿
隊
長
の
意
識
が
回
復
し
ま

し
た
。
」

マ
ッ
ク
「
お
い
、
大
丈
夫
か
？
心
配
し
た
ん
だ
ぞ
！
」

主
「
一
体
何
が
有
っ
た
？
」

マ
ッ
ク
「
俺
達
の
居
た
４
階
に
Ｔ
７
２
が
発
射
し
た
砲
弾
が
飛
ん
で
き
た
ん
だ
。

」主
「
被
害
は
？
」

マ
ッ
ク
「
安
心
し
ろ
、
一
人
も
死
ん
で
無
い
、
負
傷
者
１
人
だ
！
」

主
「
そ
う
か
、
俺
が
気
絶
し
て
居
る
間
に
何
が
有
っ
た
か
説
明
し
て
く
れ
る
か

？
」

マ
ッ
ク
「
わ
か
っ
た
」

そ
う
言
っ
て
彼
は
語
り
始
め
た
。

続
く
・
・
・
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第
３
話
（
後
書
き
）

ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
ご
感
想
や
ご
意
見
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

新
キ
ャ
ラ
情
報

愛
称
 

フ
ィ
デ
ル

階
級
 
 

伍
長
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第
４
話
（
前
書
き
）

第
４
話
で
す
。
１
５
話
位
行
っ
た
ら
、
も
う
一
度
作
品
設
定
を
書
き
ま
す
。
そ

れ
で
わ
ど
う
ぞ
。
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第
４
話

マ
ッ
ク
「
畜
生
、
奴
ら
や
り
や
が
っ
た
な
！
皆
、
大
丈
夫
か
？
各
員
状
況
知
ら

せ
ろ
！
」

ベ
ッ
ク
「
准
尉
殿
、
隊
長
が
爆
発
の
衝
撃
で
意
識
を
失
い
ま
し
た
。
」

マ
ッ
ク
「
何
？
隊
長
の
様
子
は
？
」

ベ
ッ
ク
「
ジ
ョ
ン
が
言
う
に
は
気
を
失
っ
た
だ
け
だ
と
！
！
」

マ
ッ
ク
「
ク
ソ
、
こ
れ
よ
り
俺
が
指
揮
を
取
る
、
カ
ー
ク
増
援
部
隊
は
？
」

カ
ー
ク
「
後
１
分
だ
そ
う
で
す
。
」

マ
ッ
ク
「
何
が
来
る
？
」

カ
ー
ク
「
Ａ
Ｈ
６
４
Ｄ
が
２
機
Ｕ
Ｈ
－
６
０
Ｌ
が
４
機
Ａ
Ｈ
－
１
Ｗ
が
２
機
で

す
。
」

マ
ッ
ク
「
わ
か
っ
た
、
皆
聞
い
て
の
通
り
だ
！
後
１
分
で
増
援
が
来
る
、
駄
出

の
準
備
を
し
ろ
。
」

フ
ィ
デ
ル
「
お
い
、
お
客
さ
ん
が
も
う
１
５
０
人
追
加
だ
！
！
」

マ
ッ
ク
「
わ
か
っ
た
、
フ
ィ
デ
ル
お
前
も
４
階
に
来
い
駄
出
準
備
を
手
伝
え
！

！
」

フ
ィ
デ
ル
「
了
解
！
」

そ
の
時
遠
く
の
方
か
ら
ヘ
リ
の
音
が
聞
こ
え
、
そ
れ
は
段
々
と
此
方
に
近
づ
い

来
た
。

ア
パ
ッ
チ
パ
イ
ロ
ッ
ト
「
此
方
、
第
２
３
攻
撃
ヘ
リ
中
隊
所
属
、
ブ
ラ
ッ
ク
ハ

ン
マ
ー
１
両
機
で
有
る
ブ
ラ
ッ
ク
ハ
ン
マ
ー
２
と
共
に
接
近
中
 

３
０
ｍ
ｍ
機

関
砲
 
 
 

ヘ
ル
フ
ァ
イ
ア
 

ハ
イ
ド
ラ
７
０
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
装
備
、
攻
撃
準

備
完
了
」

ヘ
リ
パ
イ
ロ
ッ
ト
２
「
此
方
、
第
５
５
攻
撃
ヘ
リ
中
隊
所
属
 

ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ

ッ
ト
１
 

両
機
の
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
ト
２
と
共
に
接
近
中
 

２
０
ｍ
ｍ
機
関
砲

 
Ｔ
Ｏ
Ｗ
ミ
サ
イ
ル
の
装
備
 

此
方
も
攻
撃
準
備
完
了
だ
！
」

マ
ッ
ク
「
や
っ
と
来
て
く
れ
た
か
、
全
く
遅
い
ん
だ
よ
！
」

ヘ
リ
の
機
銃
が
敵
を
肉
片
へ
と
変
え
て
行
く
、
ミ
サ
イ
ル
が
戦
車
を
粉
々
に
し
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て
行
く
、
い
つ
見
て
も
嫌
な
光
景
だ
、
こ
れ
じ
ゃ
あ
一
週
間
は
肉
と
赤
い
物
は

食
え
な
い
な
。

ヘ
リ
パ
イ
ロ
ッ
ト
「
敵
兵
排
除
確
認
、
こ
れ
よ
り
周
辺
監
視
任
務
に
当
た
る
」

ヘ
リ
が
周
辺
警
戒
に
行
く
と
同
時
に
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ク
が
大
通
り
の
上
で
ホ
バ

リ
ン
グ
し
て
居
る
。
中
か
ら
兵
士
が
ラ
ベ
リ
ン
グ
で
降
り
て
き
た
。

海
兵
隊
員
「
行
け
行
け
行
け
周
辺
警
戒
を
し
ろ
。
」

マ
ッ
ク
「
さ
あ
、
お
迎
え
が
来
た
ぞ
皆
出
発
だ
！
」

フ
ィ
デ
ル
「
全
く
、
今
日
は
今
ま
で
で
一
番
長
い
一
日
だ
っ
た
ぜ
！
」

タ
リ
ズ
マ
ン
「
全
く
だ
ぜ
、
出
来
れ
ば
こ
の
後
休
暇
で
も
も
ら
い
た
い
ね
！
！
」

マ
ッ
ク
「
ほ
ら
、
無
駄
話
は
良
い
か
ら
さ
っ
さ
と
ヘ
リ
に
乗
れ
！
」

海
兵
隊
隊
長
「
ち
ょ
っ
と
良
い
か
な
、
君
が
こ
の
部
隊
の
隊
長
か
ね
？
」

マ
ッ
ク
「
い
え
、
隊
長
は
敵
戦
車
の
攻
撃
で
気
絶
中
で
す
の
で
、
私
が
変
わ
り

に
指
揮
を
取
っ
て
い
ま
す
。
」

海
兵
隊
隊
長
「
そ
う
か
、
そ
れ
は
残
念
だ
、
な
ら
ば
君
の
指
揮
官
が
起
き
た
ら
、

此
処
を
良
く
ぞ
守
り
切
っ
た
と
褒
め
て
く
れ
、
そ
れ
で
は
な
。
」

マ
ッ
ク
「
ハ
ッ
、
必
ず
伝
え
ま
す
。
」

そ
し
て
、
ヘ
リ
は
飛
び
立
っ
た
・
・
・

マ
ッ
ク
「
そ
し
て
、
隊
長
が
意
識
を
取
り
戻
し
今
に
至
り
ま
す
。
」

主
「
そ
う
か
、
済
ま
な
か
っ
た
な
俺
が
気
絶
し
た
ば
か
り
に
、
お
前
達
に
迷
惑

を
か
け
た
な
。
」

ベ
ッ
ク
「
何
言
っ
て
る
ん
で
す
か
？
迷
惑
だ
な
ん
て
思
っ
て
る
奴
は
内
の
隊
に

要
る
訳
無
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

カ
ー
ク
「
そ
う
で
す
よ
、
仮
に
迷
惑
だ
な
ん
て
思
っ
て
い
る
奴
が
居
た
ら
、
こ

の
隊
の
人
間
じ
ゃ
あ
有
り
ま
せ
ん
よ
。
」

主
「
俺
は
本
当
に
い
い
部
下
を
持
っ
た
な
皆
、
あ
り
が
と
う
。
」

ヘ
リ
部
隊
は
彼
ら
を
乗
せ
て
洋
上
の
巨
大
空
母
へ
飛
ん
で
行
っ
た
。

続
く
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第
４
話
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
？
次
回
は
、
主
の
考
え
た
オ
リ
空
母
が
出
て
来
ま
す
。
ス
ペ
ッ

ク
は
そ
の
時
に
書
き
ま
す
。
で
わ
皆
さ
ん
、
ご
意
見
ご
感
想
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
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第
５
話
（
前
書
き
）

第
５
話
で
す
。
今
回
オ
リ
主
が
考
え
た
空
母
が
出
て
来
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど
う

ぞ
。
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第
５
話

ヘ
リ
パ
イ
ロ
ッ
ト
「
見
え
た
ぞ
、
第
１
０
艦
隊
旗
艦
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
だ
！
」

私
は
ヘ
リ
の
窓
か
ら
艦
隊
の
中
心
に
い
た
巨
大
空
母
を
見
て
い
た
。

ベ
ッ
ク
「
な
ん
て
デ
カ
イ
空
母
な
ん
だ
、
し
か
も
双
胴
艦
だ
ぞ
！
！
」

カ
ー
ク
「
最
大
航
空
機
搭
載
量
５
０
０
機
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
級
超
巨
大
双
胴
空
母

だ
そ
う
で
す
。
今
の
所
太
平
洋
に
要
る
ペ
ン
タ
ゴ
ン
と
同
型
艦
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
だ
け
み
た
い
で
す
。
」

タ
リ
ズ
マ
ン
「
あ
ん
な
物
を
作
れ
る
な
ん
て
、
俺
達
の
国
も
中
々
や
る
な
！
」

空
母
管
制
官
「
ポ
セ
イ
ド
ン
１
－
１
、
着
陸
を
許
可
す
る
。
第
２
甲
板
の
Ｄ
ポ

イ
ン
ト
に
着
陸
せ
よ
。
」

ヘ
リ
パ
イ
ロ
ッ
ト
「
着
陸
す
る
ぞ
、
さ
っ
さ
と
座
れ
。
」

そ
し
て
、
ヘ
リ
は
巨
大
な
空
母
の
甲
板
へ
降
り
足
っ
た
。

ベ
ッ
ク
「
近
く
で
見
る
と
島
み
た
い
だ
な
～
」

マ
ッ
ク
「
ま
さ
か
、
こ
ん
な
に
デ
カ
イ
な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た
な
、
流
石
に
空

軍
機
も
発
艦
出
来
る
だ
け
有
る
な
！
」

そ
の
時
艦
内
放
送
が
流
れ
た

艦
内
放
送
「
第
３
４
３
歩
兵
大
隊
Ａ
中
隊
第
１
小
隊
の
小
隊
長
は
至
急
第
１
ブ
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リ
ー
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
集
合
せ
よ
。
」

主
「
呼
ば
れ
た
な
、
皆
は
兵
員
用
の
集
会
室
に
行
き
、
そ
こ
で
別
名
有
る
ま
で

待
機
！
！
」

隊
員
「
了
解
」

私
は
急
い
で
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
へ
走
っ
た
。

主
「
そ
れ
に
し
て
も
、
艦
内
の
案
内
図
を
見
て
も
道
に
迷
い
そ
う
だ
な
、
え
ー

っ
と
何
々
、
此
処
か
ら
こ
の
通
路
を
真
っ
直
ぐ
行
っ
た
突
き
当
た
り
の
部
屋
か
、

よ
し
行
く
か
。
」

私
は
、
走
っ
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
前
ま
で
来
た
。

主
「
失
礼
し
ま
す
、
第
３
４
３
大
隊
Ａ
中
隊
第
１
小
隊
隊
長
の
安
藤
翼
で
す
。
」

司
令
官
「
お
お
、
良
く
来
た
な
安
藤
少
尉
、
さ
あ
そ
こ
に
座
り
た
ま
え
。
」

私
は
そ
う
言
わ
れ
る
と
最
前
列
の
椅
子
に
座
っ
た
。

大
隊
長
「
全
員
揃
っ
た
な
、
ま
ず
先
ほ
ど
の
作
戦
は
ご
苦
労
だ
っ
た
、
君
達
が

ル
ー
ト
を
確
保
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
第
３
機
械
科
師
団
は
安
全
に
目
的
地
へ

到
着
出
来
た
。
早
速
で
悪
い
が
こ
の
大
隊
で
何
名
か
隊
員
を
指
名
す
る
。
指
名

さ
れ
た
隊
員
は
明
日
の
１
３
：
０
０
時
ま
で
に
第
４
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

に
集
合
せ
よ
、
で
は
今
か
ら
名
前
を
呼
ぶ
ぞ
。
」

続
々
と
名
前
を
呼
ば
れ
て
行
く
、
私
の
部
隊
か
ら
５
人
呼
ば
れ
、
他
の
小
隊
か

ら
も
５
人
程
呼
ば
れ
た
。
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大
隊
長
「
最
後
に
安
藤
翼
少
尉
、
以
上
１
０
人
だ
、
何
か
質
問
は
？
」

私
は
、
す
か
さ
ず
手
を
挙
げ
た
。

大
隊
長
「
安
藤
少
尉
何
か
ね
？
」

主
「
大
隊
長
殿
、
今
回
の
選
出
は
別
舞
台
に
編
入
で
す
か
？
そ
れ
と
も
仮
の
移

動
な
の
で
す
か
？
」

大
隊
長
「
別
部
隊
に
編
入
と
言
う
形
に
な
る
。
」

主
「
そ
れ
で
は
残
り
の
隊
員
は
小
隊
ど
う
な
る
の
で
す
か
？
」

大
隊
長
「
嫌
、
足
り
な
く
な
っ
た
隊
員
は
補
充
兵
に
て
修
正
す
る
。
」

主
「
そ
う
で
す
か
…
」

私
は
歯
が
ゆ
い
気
持
ち
に
生
り
な
が
ら
も
席
に
座
っ
た
。

大
隊
長
「
他
に
質
問
が
有
る
物
は
い
な
い
か
？
で
は
、
呼
ば
れ
た
物
は
明
日
の

集
合
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
な
、
解
散
！
！
」

兵
士
達
が
続
々
と
部
屋
か
ら
退
出
し
て
行
っ
た
。
私
も
部
屋
か
ら
出
よ
う
と
し

た
時
、
司
令
官
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
。

大
隊
長
「
安
藤
少
尉
、
今
回
は
ご
苦
労
だ
っ
た
。
君
達
の
部
隊
が
Ｓ
１
ル
ー
ト

を
確
保
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
機
甲
部
隊
の
損
害
が
全
く
無
か
っ
た
。
本
当

に
良
く
や
っ
た
。
」

主
「
い
え
、
私
は
や
る
こ
と
を
や
っ
た
ま
で
で
す
。
」
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大
隊
長
「
そ
う
か
、
ご
苦
労
だ
っ
た
な
、
今
日
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
く
れ
、
明

日
の
集
合
に
遅
れ
ん
様
に
な
。
」

私
は
敬
礼
し
て
か
ら
部
屋
を
出
た
。
そ
し
て
私
は
、
仲
間
が
待
つ
兵
員
用
の
集

会
室
に
行
っ
た
。

続
く
・
・
・
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第
５
話
（
後
書
き
）

今
回
登
場
し
た
オ
リ
空
母
の
設
定

ペ
ン
タ
ゴ
ン
級
超
巨
大
双
胴
空
母

全
長
 
 

１
２
０
０
ｍ

全
高
 
 

６
８
０
ｍ

水
線
長
 
 

２
０
０
ｍ

排
水
量
 
 

５
０
０
．
０
０
０
ｔ

使
用
機
関
 

Ｓ
Ａ
３
５
新
型
原
子
炉
４
基

速
力
 

３
５
ノ
ッ
ト

乗
員
数
 

約
１
７
０
０
０
人

武
装
 

フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
 

３
０
基
 
 

シ
ー
ス
パ
ロ
ー
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
８

連
装
発
射
機
 

２
０
基
 

Ｒ
Ａ
Ｍ
近
Ｓ
Ａ
Ｍ
２
１
連
発
射
機
２
０
基

こ
ん
な
感
じ
で
す
。
ま
あ
架
空
空
母
な
の
で
、
こ
の
空
母
に
関
し
て
何
か
ご
意

見
ご
感
想
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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第
６
話
（
前
書
き
）

第
６
話
で
す
。
今
日
は
あ
と
が
き
に
、
重
大
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
第
６
話
ど
う
ぞ
！
！
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第
６
話

一
方
集
会
室
で
は
…

べ
ッ
ク
「
隊
長
や
け
に
遅
い
な
。
」

ジ
ョ
ン
「
会
議
が
遅
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

べ
ッ
ク
「
遅
れ
て
る
っ
て
言
っ
て
も
あ
の
糞
大
隊
長
殿
の
長
っ
た
ら
し
い
話
し

を
聞
く
だ
け
だ
ろ
？
」

そ
こ
え
マ
ッ
ク
が
口
を
挟
ん
だ

。マ
ッ
ク
「
何
か
重
要
な
話
し
を
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
あ
無
い
か
？
お
い
カ
ー
ク
、

何
し
て
る
ん
だ
？
」

カ
ー
ク
「
あ
あ
、
さ
っ
き
の
作
戦
で
亡
く
な
っ
た
軍
曹
の
遺
品
を
整
理
し
て
た

ん
で
す
よ
。
」

タ
リ
ズ
マ
ン
「
ど
れ
、
俺
も
手
伝
っ
て
や
る
。
」

カ
ー
ク
「
気
を
付
け
て
扱
っ
て
下
さ
い
よ
、
軍
曹
殿
の
家
族
に
届
け
な
き
ゃ
い

け
な
い
で
す
か
ら
。
」

タ
リ
ズ
マ
ン
「
わ
か
っ
て
る
、
軍
曹
に
は
俺
も
世
話
に
な
っ
た
か
ら
な
。
」

マ
ッ
ク
「
そ
う
か
、
あ
い
つ
は
も
う
い
な
い
の
か
、
さ
み
し
く
な
る
な
」

タ
リ
ズ
マ
ン
「
大
丈
夫
で
す
よ
、
軍
曹
の
替
わ
り
に
俺
と
フ
ィ
デ
ル
が
盛
り
上

げ
役
に
な
り
ま
す
。
」
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フ
ィ
デ
ル
「
何
で
俺
な
ん
だ
よ
？
盛
り
上
げ
役
な
ら
べ
ッ
ク
も
い
る
だ
ろ
？
」

タ
リ
ズ
マ
ン
「
あ
い
つ
は
駄
目
だ
、
酒
と
女
し
か
相
手
に
出
来
な
い
野
郎
だ
か

ら
な
。
」

べ
ッ
ク
「
聞
こ
え
て
る
ぞ
タ
リ
ズ
マ
ン
、
お
前
の
彼
女
も
俺
の
物
に
し
ち
ま
う

ぞ
？
」

タ
リ
ズ
マ
ン
「
へ
ん
、
ど
う
せ
今
頃
は
俺
以
外
の
男
と
し
て
る
よ
。
」

カ
ー
ク
と
タ
リ
ズ
マ
ン
が
軍
曹
の
遺
品
を
整
理
し
て
い
る
一
方

べ
ッ
ク
「
そ
う
言
え
ば
、
ジ
ョ
ン
が
や
け
に
静
か
だ
な
、
お
い
ジ
ョ
ン
、
何
や

っ
て
ん
だ
よ
？
」

べ
ッ
ク
が
ジ
ョ
ン
に
声
を
か
け
る
、
ジ
ョ
ン
は
手
を
止
め
て
べ
ッ
ク
の
方
へ
向

い
た
。

ジ
ョ
ン
「
あ
あ
、
衛
星
電
話
室
で
家
族
に
連
絡
を
取
り
た
い
ん
だ
が
、
こ
の
艦

の
衛
星
電
話
っ
て
時
間
制
だ
ろ
？
し
か
も
一
人
２
分
ま
で
で
一
日
一
回
と
来
て

る
か
ら
な
、
最
初
に
何
を
言
う
か
紙
に
書
い
て
決
め
て
る
ん
だ
。
普
通
の
奴
だ

と
２
分
位
で
十
分
だ
け
ど
、
俺
の
場
合
５
カ
月
も
連
絡
取
れ
て
な
い
か
ら
言
い

た
い
事
が
沢
山
あ
る
ん
だ
。
」

一
般
兵
２
「
そ
う
か
、
俺
達
の
部
隊
は
ず
っ
と
戦
闘
し
て
帰
還
つ
い
た
ら
偵
察

ま
た
戦
闘
で
結
局
連
絡
出
来
な
か
っ
た
な
。
俺
も
母
さ
ん
や
父
さ
ん
に
連
絡
を

取
ら
な
き
ゃ
な
。
」

べ
ッ
ク
「
紙
に
書
い
て
も
い
ざ
話
す
と
頭
が
真
っ
白
に
な
る
も
ん
だ
ぜ
！
」
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ジ
ョ
ン
「
俺
も
そ
う
思
う
が
、
無
い
よ
り
ゃ
マ
シ
だ
ろ
？
」

べ
ッ
ク
「
ま
あ
そ
う
だ
け
ど
よ
。
」

そ
の
時
、
集
会
室
の
ド
ア
が
開
い
た
。

マ
ッ
ク
「
お
、
隊
長
が
来
た
ぞ
全
員
起
立
、
敬
礼
、
直
れ
。
」

主
「
ま
あ
、
皆
座
っ
て
く
れ
、
皆
に
重
要
な
話
が
有
る
、
今
か
ら
名
前
を
呼
ぶ

奴
は
明
日
の
１
３
：
０
０
時
に
第
４
ブ
リ
フ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
集
合
せ
よ
。
今

か
ら
名
前
を
呼
ぶ
ぞ
。
」

続
々
と
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
て
行
く
。

主
「
以
上
５
名
だ
、
何
か
質
問
は
？
」

べ
ッ
ク
「
質
問
な
ん
で
す
が
、
今
呼
ば
れ
た
連
中
は
別
の
隊
に
編
入
と
言
う
事

で
す
か
？
」

主
「
そ
う
だ
！
」

タ
リ
ズ
マ
ン
「
な
ん
だ
よ
そ
れ
、
て
こ
と
は
何
か
？
こ
の
隊
は
解
散
っ
て
事
か

？
」

主
「
嫌
、
こ
の
小
隊
に
は
、
補
充
兵
が
来
る
。
」

フ
ィ
デ
ル
「
で
も
こ
の
隊
以
外
で
俺
達
に
何
処
に
行
け
っ
て
ん
だ
。
」

主
「
俺
も
隊
の
名
前
や
任
務
内
容
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
、
た
だ
行
け
ば
わ
か
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る
と
言
わ
れ
た
。
」

ジ
ョ
ン
「
な
ん
だ
よ
そ
れ
？
そ
ん
な
任
務
も
名
前
も
わ
か
ら
な
い
部
隊
に
行
け

っ
て
言
う
ん
で
す
か
？
」

主
「
俺
も
不
満
は
有
る
、
だ
が
選
ば
れ
た
以
上
は
軍
人
と
し
て
任
務
を
全
う
し

な
き
ゃ
な
ら
ん
だ
ろ
？
」

マ
ッ
ク
「
そ
の
通
り
だ
、
俺
も
不
満
が
無
い
分
け
じ
ゃ
無
い
が
任
務
は
任
務
だ
、

言
わ
れ
た
仕
事
は
迅
速
に
、
か
つ
完
璧
に
、
そ
れ
が
俺
達
の
モ
ッ
ト
オ
だ
ろ
？
」

主
「
皆
、
不
満
な
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
が
俺
に
つ
い
て
来
て
く
れ
、
そ
れ
と

俺
は
こ
の
隊
を
去
る
、
こ
の
隊
で
過
ご
し
た
時
間
は
と
て
も
よ
か
っ
た
あ
り
が

と
う
。
」

マ
ッ
ク
「
起
立
、
敬
礼
、
解
散
」

隊
員
達
が
集
合
室
を
後
に
し
た
。

続
く
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第
６
話
（
後
書
き
）

こ
こ
で
重
大
な
お
知
ら
せ
で
す
。
流
石
に
戦
争
小
説
じ
ゃ
あ
鑑
賞
数
が
増
え
な

い
と
踏
ん
だ
主
は
緊
急
脳
内
会
議
を
実
施
、
そ
の
結
果
こ
の
ス
ト
ー
リ
に
ゲ
ー

ム
及
び
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
を
出
演
さ
せ
る
事
に
決
定
し
ま
し
た
。

と
言
う
事
で
こ
の
ス
ト
ー
リ
に
合
っ
た
ゲ
ー
ム
及
び
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
を
募
集
し

ま
す
。
（
ロ
ボ
ッ
ト
系
の
キ
ャ
ラ
は
主
が
判
断
し
ま
す
）

今
の
所
主
の
考
え
で
登
場
さ
せ
る
キ
ャ
ラ

Ｃ
ｏ
Ｄ
４
 

ｍ
ｗ
　
主
人
公
の
サ
イ
ド
の
死
亡
キ
ャ
ラ

同
じ
く
Ｍ
ｗ
２
の
主
人
公
サ
イ
ド
キ
ャ
ラ
死
亡
も
含
む

Ｃ
ｏ
Ｄ
 

Ｂ
ｏ
　
主
人
公
サ
イ
ド
死
亡
キ
ャ
ラ
含
む

メ
タ
ル
ギ
ア
及
び
メ
タ
ル
ギ
ア
ソ
リ
ッ
ド
シ
リ
ー
ズ
　
ス
ネ
ー
ク
サ
イ
ド
の
全

キ
ャ
ラ

ゲ
ー
ム
だ
け
で
す
ね
。
す
み
ま
せ
ん
。
出
来
る
だ
け
主
と
同
じ
部
隊
に
し
た
い

で
す
。
で
は
、
次
回
を
お
楽
し
み
に
！
！
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第
７
話
（
前
書
き
）

す
み
ま
せ
ん
、
更
新
が
遅
く
な
り
ま
し
た
。
で
は
第
７
話
ど
う
ぞ
！
！
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第
７
話

翌
日
の
１
３
：
０
０
時

格
納
庫
に
各
部
隊
か
ら
選
ば
れ
た
隊
員
が
集
ま
っ
て
居
た
。
そ
し
て
、
部
隊
長

が
前
に
で
た
。

部
隊
長
「
私
が
こ
の
部
隊
の
隊
長
を
務
め
る
ケ
ラ
ー
マ
ン
少
佐
だ
、
こ
っ
ち
は

副
隊
長
の
ヒ
ュ
ー
ズ
大
尉
だ
、
こ
の
部
隊
の
事
を
ま
だ
知
ら
な
い
者
も
多
い
と

思
う
、
簡
単
に
言
う
と
不
正
規
戦
部
隊
だ
。
部
隊
の
詳
し
い
構
成
に
つ
い
て
は

手
元
の
資
料
を
見
て
く
れ
、
早
速
だ
が
今
度
の
任
務
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
始

め
る
、
今
回
の
任
務
は
中
東
の
あ
る
組
織
が
作
っ
て
い
る
空
間
転
移
装
置
の
拿

捕
又
は
破
壊
だ
、
施
設
内
の
研
究
員
は
な
る
べ
く
確
保
し
ろ
、
何
か
質
問
は
？
」

私
は
、
す
か
さ
ず
手
を
上
げ
た
。

主
「
第
３
４
３
歩
兵
大
隊
第
一
小
隊
隊
長
安
藤
で
す
。
質
問
な
の
で
す
が
、
空

間
転
移
装
置
と
は
何
で
す
か
？
」

ケ
ラ
ー
マ
ン
「
良
い
質
問
だ
な
、
お
前
達
は
四
次
元
空
間
と
い
う
も
の
を
知
っ

て
い
る
か
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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